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1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI（Chat GPT）とは？
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▼生成AI

生成AI（または生成系AI）とは、「Generative AI：ジェネレーティブ
AI」とも呼ばれるAI（人工知能）の一種です。

ディープラーニング（深層学習）技術を使用して、オリジナルデータ
を生成するAIを指します。

従来のAIが決められた行為の自動化が目的であるのに対し、生成AIは
データのパターンや関係を学習し、多様なコンテンツを生成すること
を目的としています。



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI（Chat GPT）とは？
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▼生成AIと従来のAIの違い

生成AIと従来のAIは学習データをはじめ、機械学習の手法や用途など
さまざまな面で異なります。

項目 生成AI 従来のAI

目的（用途）

 
創造 成否の判別、予測など

学習データ

 
成否の判別、予測など 構造化されていないデータセット

学習できる内容 データのパターンや関係 データの整理や分類

出力内容

 

新しい画像、文章、音楽など新し
いコンテンツ

構造化された数値データ、テキスト
データなど



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI（Chat GPT）とは？
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▼Chat GPT

「Chat Generative Pre-trained Transformer：チャットジーピーティー」
は、Open AIが2022年11月に公開した人工知能チャットボットであり、
生成AIの一種です。

与えられたテキストの指示に対して自然言語を生成するAIで、イン
ターネット上にある膨大な情報を学習し、複雑な語彙・表現も理解で
きるのが特徴で、人間のように自然な会話ができる対話型AIサービス
でもあります。

Chat GPTは「LLM」に「対話型」のUIを組み合わせた「生成AI」となり
ます。



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI（Chat GPT）とは？
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▼対話型AI

文字通り人とAIが対話するように自然な文章でやり取りできるAIです。

▼LLM

「Large Language Model：大規模言語モデル」とも呼ばれ、

大規模なデータセットを用いた機械学習によって精度を高めた自然言
語処理モデルのことです。

自然言語処理において、大量のテキストを学習することで、自然な文
章の作成や要約、受け答えができるようにしたAIモデルです。



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI（Chat GPT）とは？
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▼生成AIにできること「メリット・デメリット」

メリット デメリット

作業を効率化でき
る

品質が安定しない

新たなアイデアを
生み出してくれる

技術のハードルが
下がる

クリエイターの競
争が激化する

フェイクコンテン
ツ増加の恐れ



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI比較（Chat GPTと他の違い）
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▼以下は、生成AIの比較を一覧形式で示したものです。

生成AIは多岐に渡るため、特定のモデルに限定された比較となります。

項目 比較① 比較② 比較③ 比較④

生成AIモデル GPT-3.5 GPT4 Google Bard BingAI

運営会社 OpenAI OpenAI Google Microsoft

料金 無料 月額20ドル 無料 無料

登録の要・
不要

要 要 要
要（Microsoftアカウ
ント）



1.生成AI（Chat GPT）とは（生成AI比較）

◇生成AI比較（Chat GPTと他の違い）
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項目 比較① 比較② 比較③ 比較④

日本語対応・
非対応 

対応 対応
非対応（2023年4月
時点）

対応

利用開始日 2022年11月 2023年3月
2023年3月,2023年5

月(日本)
2023年2月

説明
Open AIが開発した
自然言語処理モデル

Open AIが開発した
自然言語処理モデル

Googleが開発した対
話型のAIサービス

Googleが開発した対
話型のAIサービス

言語モデル GPT-3.5 GPT-4 PaLM 2

Microsoft 

Prometheus(GPT-4

＋検索エンジン)
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◇生成AI比較（Chat GPTと他の違い）
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項目 比較① 比較② 比較③ 比較④

応用範囲

・GPT-3.5無料で利
用可能
・GPT-4と比べると、
回答速度は高速だか、
回答精度は劣る
・利用制限なし

・月20ドルの有料プ
ランで利用可能
・回答精度が優れて
おり、複雑な会話や
タスクを処理するこ
とができる
・回答にやや時間が
掛かる
・Chat GPTプラグ
インに対応
・3時間ごとに最大
50メッセージを超え
ると利用制限が掛か
る

・Google検索と連携
して最新情報を取得
可能
・無料で利用可能
・回答速度が高速
・質問に対して、3

つの回答をしてくれ
る

・Bing検索エンジン
と連携して、最新の
情報を取得可能
・無料で利用可能
・回答速度は標準的
・情報参照元の表示
・目的に合わせた3

種類の会話スタイル
「独創性」「厳密」
「バランス」
・会員登録で1日60

回の利用制限有(質
問と回答でそれぞれ
1回)

・画像の生成が可能
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◇生成AI比較（Chat GPTと他の違い）
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項目 比較① 比較② 比較③ 比較④

特徴

自然言語処理の能力
を持つAIで、大規模
なインターネット
データセットで訓練
されています。質問
への自然言語回答、
言語間の翻訳、テキ
スト生成などが可能
です。

GPT-3.5の後継モデ
ルで、より高度な自
然言語処理能力を持
つAIです。有料プラ
ンのChat GPT Plus

の機能として提供さ
れています。

Google Bardは、
ユーザーが提供した
自然言語プロンプト
に対して応答を生成
するGoogleのAI

チャットボットです。
Googleが持つ大規模
なデータセットと
Google検索の情報か
ら学習されています

Bingは、ユーザーが
提供した自然言語プ
ロンプトに対して引
用つきの回答を生成
するMicrosoftのAI
チャットボットです。
Open AIの大規模言
語モデル「GPT-4
と」Bing検索の情報
を組み合わせた技術
を利用しています。

情報の新しさ
2021年9月までの情
報

2021年9月までの情
報（GPT-4ではプラ
グインを使うことで
最新の情報を取得)

最新の情報を取得 最新の情報を取得



2.企業のChat GPTの導入実績

◇導入企業

農林水産省

立命館大学

株式会社ベネッセホールディングス

大和証券株式会社

株式会社サイバーエージェント

GMOぺパポ株式会社

パナソニック  コネクト

伊藤忠商事
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2.企業のChat GPTの導入実績

▼立命館大学

ChatGPTと機械翻訳を組み合わせた英語学習ツール「Transable」
生命科学部、薬学部の一部の英語授業で試験的に導入

▼株式会社サイバーエージェント

デジタル広告運用の

作業時間削減を目指し「ChatGPTオペレーション変革室」を設立

▼大和証券株式会社

全社員約9000人が情報収集や資料作成などの業務に活用

→ 作業の効率化を図り、他の業務に割り当てる時間を増やす
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2.一般ユーザのChatGPT利用率

◇2023年4月アンケート調査

61.3％がChatGPTを認知し、12.1％が実際に利用

男性が17.7％、女性が6.2％、10～30代では利用率20％超

大学生と教職員が20％超、医療関係者は5％と職種によって利用率
に差が大きい

◇2023年6月アンケート調査

認知度61.3％ ⇒ 68.8％、利用率12.1% ⇒ 15.4％と上がっている

情報通信業界で32.8％、飲食・宿泊業界では1.4％

利用率自体は横ばい状態になりつつある
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アクセス数世界3位



3.利用用途
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質問を入力 質問の投稿

別の回答を表示

新しい質問を投稿

履歴の自動保存



3.利用用途
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◇具体的な質問～相談相手

• 正誤のある質問
• 哲学・思想的な質問
• 料理のレシピや健康についての相談

科学の質問は正確性が高い

回答内容が広範の場合は
絞り込みが有効



3.利用用途
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◇作業の効率化

• 長文の要約、メール文章の作成
• 記事の見出しを作成
• データ集計

敬語への
変換も便利

文章作成のたたき台や
アイデア出しにも使える



3.利用用途
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◇プログラミングコード作成

ゲームのプログラミングも
日本語の説明で簡単に組める



4.生成精度の違い
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役割を与える◇役割を与える

・よりわかりやすい期待とおりの回答が得られる
・一般的な質問は精度が高い



4.生成精度の違い
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・歴史の知識も精度が低い

存在しない誤った情報

誤った情報

誤った情報

◇具体的な指示を与える

指示を与える



4.生成精度の違い
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存在しない誤った情報

誤った情報

存在しない誤った情報

・指示に沿った回答が得られる
・ローカルな質問は精度が低い

◇具体的な指示を与える
指示を与える



4.生成精度の違い
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１,２,３いずれも
誤った情報

情報を与える

存在しない嘘の情報

◇質問を繰り返す

・繰り返し質問をしても正確な回答は得られない
・ハルシネーション（幻覚）が起こった

誤った情報
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◇注意点「誤回答」

以下、Chat-GPTが苦手なテーマ
• シンプルな計算
• ローカル情報
• 歴史の知識

存在しない嘘の情報

4.生成精度の違い

(正)7465×3542=26441030



5.今後の課題（リスク編）
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◇Chat GPTの危険性

1.情報セキュリティ
大量のデータの解析、学習が可能なため、個人情報や企業秘密が漏洩するリスクがある

悪意のある攻撃者が、フィッシング攻撃やソーシャルエンジニアリング攻撃を仕掛ける可能性がある

2.倫理的・社会的リスク
学習データに偏りがある場合、差別的な発言や不適切な内容を生成する可能性がある

3.不正確な情報
古い情報や誤った情報を学習している場合、不正確な回答を生成する可能性がある

4.人間の仕事への影響
AI技術の普及により、一部の職種や業務が自動化され、雇用の不安定化が懸念される



5.今後の課題（対策編）

◇Chat GPTのリスクに対する最善策・対処策

1.使用制限と管理
利用するにあたって、アクセス制御や使用範囲の明確化を行う

2.データのプライバシーとセキュリティ
学習データには機密情報や個人情報が含まれないように注意する

3.倫理的ガイドラインと方針
Chat GPTを運用する企業や組織は倫理的ガイドラインや方針を策定し、従業員に周知する

4.教育と意識向上
AI技術の基本的な知識や倫理的な問題に対する認識を高めることが重要になる
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5.今後の展望

◇さまざまな分野への応用
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教育分野
• 教材の自動生成
• 採点業務の自動化

アプリ開発
• 開発言語の提案
• ソースコードの自動生成

カスタマーサポート業務
• 返信の効率化
• データ分析によるサービスの
向上

医療分野
• 症状判断の正確さと迅速性
• 医師と協働で診断の精度向上



ご清聴ありがとうございました
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補足

• パワポのタイトルもChatGPTに考えてもらった
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